中村武羅夫の反逆 : 「文章世界」体験と通俗小説論 by 山本 歩 & Ayumu Yamamoto
中
村
武
羅
夫
の
反
逆
│
│
「
文
章
世
界
」
体
験
と
通
俗
小
説
論
│
│
山
本
歩
一
、
中
村
武
羅
夫
と
「
文
章
世
界
」
の
時
代
本
稿
は
、
田
山
花
袋
な
ら
び
に
雑
誌
「
文
章
世
界
」
に
つ
い
て
の
研
究
の
一
環
で
あ
る
。
博
文
館
の
投
書
雑
誌
「
文
章
世
界
」
が
、
多
く
の
文
学
青
年
に
親
し
ま
れ
た
の
は
今
更
言
う
ま
で
も
な
く
、
ま
た
そ
う
し
た
文
学
青
年
た
ち
の
中
か
ら
、
次
代
の
作
家
・
文
学
者
た
ち
が
誕
生
し
た
こ
と
も
、
よ
く
知
ら
れ
た
事
実
で
あ
る
。「
文
章
世
界
」
に
関
わ
っ
た
作
家
の
う
ち
、
今
回
は
中
村
武
羅
夫
に
注
目
し
よ
う
。
そ
し
て
、
中
村
に
お
い
て
、「
文
章
世
界
」
体
験
が
ど
の
よ
う
に
波
及
し
た
か
、
考
察
し
て
み
た
い
。
中
村
武
羅
夫＝
中
村
泣
花
は
最
初
期
の
投
書
家
で
あ
っ
た
。
よ
り
厳
密
に
は
、
彼
の
投
書
が
掲
載
さ
れ
た
の
は
、
一
巻
（
明
治
三
十
九
年
）
か
ら
二
巻
（
明
治
四
十
年
）
に
か
け
て
の
み
で
あ
る
。
四
十
年
三
月
に
故
郷
石
狩
で
の
代
用
教
員
生
活
を
終
え
て
上
京
、
小
栗
風
葉
に
弟
子
入
り
を
果
た
し
、
翌
四
十
一
年
一
月
の
「
新
潮
」
か
ら
訪
問
記
者
を
務
め
た
、
そ
の
よ
う
な
環
境
の
変
化
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
後
、
中
村
の
敏
腕
が
「
新
潮
」
を
一
大
文
芸
誌
に
仕
立
て
上
げ
た
こ
と
も
、
こ
れ
ま
た
論
を
俟
た
な
い
。
も
っ
と
も
、
後
述
す
る
誌
友
会
の
記
事
は
明
治
四
十
一
年
時
点
に
も
寄
稿
し
て
い
た
わ
け
で
、「
文
章
世
界
」
か
ら
離
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
決
定
的
な
契
機
は
、
誌
中
村
武
羅
夫
の
反
逆
二
七
友
会
に
関
わ
る
花
袋
と
の
「
絶
交
」
な
の
で
あ
る
。
で
は
こ
こ
に
、
投
書
家
時
代
、「
泣
花
」
時
代
の
彼
の
作
を
概
観
し
て
み
よ
う
。
あ
ら
か
じ
め
羅
列
す
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
作
品
は
文
叢
欄
冒
頭
部
（
随
筆
・
論
文
的
文
章
に
優
等
・
秀
逸
・
佳
作
の
号
が
与
え
ら
れ
る
。
選
者
は
不
詳
）
と
懸
賞
小
説
（
概
ね
、
一
等
か
ら
三
等
が
掲
載
さ
れ
る
。
選
者
は
花
袋
）、
は
が
き
文
（
天
・
地
・
人
の
三
賞
ほ
か
数
作
が
掲
載
さ
れ
る
。
選
者
は
不
詳
）
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
「
わ
か
れ
」
一
巻
五
号
（
明
治
三
十
九
年
七
月
）
小
説
欄
・
一
等
「
病
床
」
同
九
号
（
十
一
月
）
文
叢
欄
冒
頭
・
佳
作
「
病
日
記
」
二
巻
一
号
（
明
治
四
十
年
一
月
）
文
叢
欄
冒
頭
・
秀
逸
「
犠
牲
」
同
三
号
（
三
月
）
小
説
欄
・
一
等
「
雪
見
の
報
知
あ
り
し
東
都
の
友
に
」
同
々
号
は
が
き
文
欄
・
天
賞
「
課
題
答
案
」（
注
│
い
わ
ゆ
る
誌
上
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
回
答
）
同
四
号
（
四
月
）
「
メ
ノ
コ
、
シ
ヤ
マ
ニ
」
同
々
号
文
叢
欄
冒
頭
・
秀
逸
「
姉
さ
ん
」
同
々
号
小
説
欄
・
等
級
記
載
な
し
「
痩
犬
」
同
六
号
（
五
月
）
文
叢
欄
冒
頭
・
秀
逸
「
覚
ら
ぬ
恋
」
同
々
号
小
説
欄
・「
賞
」
と
の
み
記
載
「
文
叢
欄
の
評
」
同
七
号
（
六
月
）
文
叢
欄
・
佳
作
「
入
院
の
記
」
同
八
号
（
七
月
）
文
叢
欄
・
秀
逸
（「
中
村
武
羅
夫
」
名
義
）
「
自
然
の
力
」
同
十
二
号
（
十
月
）
小
説
欄
・
二
等
筆
力
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
小
説
と
評
論
的
文
章
の
バ
ラ
ン
ス
も
、
小
説
が
他
の
投
書
と
比
較
し
て
長
く
な
る
傾
向
も
、
恋
愛
が
絡
む
小
中
村
武
羅
夫
の
反
逆
二
八
説
の
内
容
も
、
そ
の
後
の
作
家
人
生
を
予
告
し
て
い
て
面
白
い
。
と
り
わ
け
小
説
に
対
す
る
花
袋
の
評
価
は
当
初
よ
り
高
く
、「
此
作
者
は
勉
強
す
れ
ば
必
ず
成
功
す
る
で
あ
ら
う
と
思
ふ
」（「
姉
さ
ん
」
評
）
と
も
言
わ
し
め
た
⑴
。「
犠
牲
」
に
対
す
る
選
評
も
挙
げ
て
お
こ
う
。
此
作
者
は
文
章
は
ま
だ
上
手
の
方
で
は
な
い
が
、
材
料
と
思
想
は
い
つ
も
す
ぐ
れ
て
居
る
。
此
篇
は
確
か
に
好
い
作
だ
。
恋
愛
物
語
で
は
あ
る
が
、
其
外
形
で
な
く
て
、
其
煩
悶
の
最
も
深
い
辺
を
描
い
て
居
る
。
此
作
者
は
小
栗
風
葉
の
「
青
春
」
を
見
て
、
そ
れ
で
こ
の
着
想
を
得
た
に
相
違
な
い
。
其
中
に
あ
る
あ
る
言
葉
を
さ
へ
使
用
し
て
居
る
。
け
れ
ど
剽
窃
で
は
な
い
、
模
倣
で
も
な
い
。
青
春
に
よ
つ
て
、
兼
ね
て
胸
に
思
う
て
居
た
と
こ
ろ
を
開
か
れ
て
、
此
篇
が
出
来
た
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。
駆
落
を
迫
ら
れ
て
、
そ
ん
な
滑
稽
な
芝
居
は
打
つ
気
に
な
れ
な
か
つ
た
と
い
ふ
あ
た
り
、
実
に
其
人
の
性
格
が
、
あ
り
あ
り
と
目
に
見
え
る
や
う
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
『
十
五
年
後
の
今
で
も
之
の
記
憶
を
描
い
て
微
笑
む
の
は
此
の
少
女
の
小
さ
な
心
を
死
ぬ
ま
で
焦
れ
し
め
た
と
い
ふ
浅
ま
し
い
喜
び
の
笑
ま
ゐ
な
の
だ
』
の
一
句
、
痛
切
に
自
己
を
罵
倒
し
て
居
て
面
白
い
。
こ
の
よ
う
に
行
を
費
や
し
、「
犠
牲
」
は
高
く
評
価
さ
れ
た
。『
青
春
』（「
読
売
新
聞
」
明
治
三
十
八
年
三
月
〜
明
治
三
十
九
年
十
月
）
と
比
較
し
た
の
は
、
既
に
風
葉
へ
の
弟
子
入
り
を
知
っ
て
い
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
結
果
と
し
て
も
中
村
の
文
学
人
生
の
出
発
を
担
保
し
つ
つ
祝
す
、
は
な
む
け
と
な
っ
て
い
る
。
中
村
の
作
家
的
出
発
は
紛
れ
も
な
く
「
文
章
世
界
」
で
あ
っ
た
。「
文
章
世
界
」
誌
上
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
選
評
の
み
な
ら
ず
、
花
袋
に
よ
る
〈
小
説
作
法
〉
の
指
導
が
行
わ
れ
た
⑵
。
青
年
を
文
学
者
へ
と
誘
惑
す
る
言
説
、
彼
ら
の
創
作
を
実
現
す
る
た
め
の
「
作
モ
デ
ル
セ
オ
リ
ー
メ
ソ
ッ
ド
テ
ク
ニ
ッ
ク
法
」
│
│
軌
範
、
定
石
、
方
法
、
技
術
│
│
と
い
う
発
想
が
、
誌
上
に
蠢
動
す
る
そ
の
頃
、
中
村
は
ま
さ
に
文
学
へ
の
道
を
歩
み
出
し
た
の
だ
。
中
村
が
入
社
し
た
新
潮
社
も
ま
た
、
日
本
文
章
学
院
の
バ
ッ
ク
と
し
て
、
文
章
教
育
に
注
力
し
、
中
に
『
小
説
作
法
』（
明
治
三
十
九
年
中
村
武
羅
夫
の
反
逆
二
九
五
月
）
を
組
み
込
ん
で
い
た
。
小
説
も
ま
た
文
章
の
一
形
式
と
し
て
、
習
得
可
能
な
技
術
と
し
て
考
え
ら
れ
、
か
つ
徒
弟
制
度
に
代
わ
る
新
た
な
小
説
修
行
が
模
索
さ
れ
る
│
│
そ
の
よ
う
な
動
き
が
中
村
に
も
た
ら
し
た
観
念
と
は
、
如
何
な
る
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
う
し
た
問
い
を
持
ち
つ
つ
、
も
う
少
し
中
村
と
「
文
章
世
界
」
の
関
係
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
既
に
述
べ
た
、
花
袋
・
中
村
の
「
絶
交
」
要
因
、
す
な
わ
ち
「
六
月
会
」
に
つ
い
て
で
あ
る
。
二
、「
六
月
会
」
の
消
滅
誌
友
会
「
六
月
会
」
は
、
命
名
が
示
す
よ
う
に
、
明
治
四
十
年
六
月
二
十
二
に
第
一
回
が
開
か
れ
た
。
こ
れ
は
中
村
に
よ
れ
ば
金
井
紫
雲
の
提
言
と
中
村
の
働
き
に
よ
る
も
の
（
後
述
「
六
月
会
第
一
例
会
の
記
」）、
前
田
晁
（
木
城
）
に
よ
れ
ば
「
中
村
泣
花
（
武
羅
夫
）
氏
、
水
守
夕
雨
（
亀
之
助
）
氏
、
藤
木
紫
蔭
（
九
三
）
氏
、
石
田
秋
峰
（
勝
三
郎
）
氏
、
ら
の
主
唱
の
下
に
出
来
た
も
の
」
で
あ
る
⑶
。
会
合
の
様
子
は
、
前
田
が
中
村
に
依
頼
し
た
こ
と
で
、「
文
章
世
界
」
誌
上
に
記
事
と
し
て
寄
せ
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
中
村
に
は
五
円
の
原
稿
料
が
支
払
わ
れ
、
そ
れ
こ
そ
中
村
の
初
め
て
の
仕
事
と
な
っ
た
の
だ
。
僕
は
び
つ
く
り
し
て
し
ま
つ
た
。
も
ち
ろ
ん
原
稿
料
な
ど
貰
ふ
な
ど
と
は
、
夢
に
も
期
待
し
て
ゐ
な
か
つ
た
し
、
ま
つ
た
く
思
ひ
が
け
な
か
つ
た
か
ら
で
あ
る
。
胸
が
と
ど
ろ
き
、
夢
の
や
う
な
気
が
し
た
。
だ
ん
だ
ん
落
着
い
て
く
る
と
と
て
も
う
れ
し
か
つ
た
。
と
に
か
く
生
れ
て
初
め
て
貰
つ
た
原
稿
料
で
あ
る
。
何
か
勿
体
な
い
や
う
な
気
が
す
る
や
ら
、
田
山
氏
や
前
田
氏
に
深
く
感
謝
し
た
。（『
明
治
大
正
の
文
学
者
』
五
四
頁
）
こ
う
し
た
経
験
も
ま
た
、
中
村
武
羅
夫
を
方
向
付
け
る
も
の
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
さ
て
、
次
に
、
各
例
会
の
日
付
・
会
場
・
参
加
者
を
記
し
て
お
こ
う
（
参
加
者
は
中
村
が
本
文
で
記
し
た
順
、
ま
た
名
前
網
が
け
は
「
文
章
世
界
」
の
編
集
者
や
周
辺
作
家
で
あ
る
）。
中
村
武
羅
夫
の
反
逆
三
〇
第
一
例
会
記
事＝
「
六
月
会
第
一
例
会
の
記
」
二
巻
八
号
（
四
十
年
七
月
）
日
付＝
明
治
四
十
年
六
月
二
十
二
日
会
場＝
神
田
錦
町
「
松
本
亭
」⑷
参
加＝
石
田
・
金
井
・
藤
木
・
水
守
・
秋
山
京
村
・
天
納
哲
雄
・
中
村
・
本
荘
曜
霊
・
前
田
第
二
例
会
記
事＝
「
六
月
会
第
二
例
会
の
記
」
二
巻
九
号
（
八
月
）
日
付＝
七
月
二
十
日
会
場＝
前
田
宅
（
西
大
久
保
）
参
加＝
石
田
・
和
田
唯
四
朗
・
藤
木
・
秋
川
・
本
荘
・
松
本
照
作
・
中
村
・
花
袋
・
前
田
第
三
例
会
記
事＝
「
六
月
会
第
三
例
会
之
記
」
二
巻
十
号
（
九
月
）
日
付＝
八
月
二
十
四
日
会
場＝
花
袋
宅
（
代
々
木
）
参
加＝
藤
木
・
金
井
・
石
田
・
石
田
欵
冬
・
岡
本
治
弥
太
・
平
松
小
靄
・
松
本
・
中
村
・
花
袋
・
西
村
渚
山
・
竹
貫
佳
水
・
前
田
・
宮
坂
風
葦
第
四
例
会
記
事＝
「
六
月
会
第
四
例
会
の
記
」
二
巻
十
二
号
（
十
月
）
日
付＝
九
月
二
十
一
日
会
場＝
山
王
公
園
（
麹
町
）
内
「
楠
本
亭
」
参
加＝
水
守
・
石
田
秋
峯
・
藤
木
・
藤
井
白
潮
・
松
本
一
太
・
佐
々
木
藻
葉
・
上
條
常
二
・
平
松
・
中
村
・
花
袋
・
前
田
第
五
例
会
記
事＝
「
六
月
会
第
五
例
会
之
記
」
二
巻
十
三
号
（
十
一
月
）
日
付＝
十
月
十
九
日
会
場＝
山
王
公
園
「
楠
本
亭
」
参
加＝
水
守
・
石
田
秋
峯
・
藤
木
・
鮫
島
大
浪
・
松
本
照
作
・
竹
内
正
則
・
中
村
・
大
町
桂
月
・
花
袋
・
前
田
中
村
武
羅
夫
の
反
逆
三
一
第
六
回
例
会
記
事＝
「
六
月
会
第
六
回
例
会
の
記
」
二
巻
十
四
号
（
十
二
月
）
日
付＝
十
一
月
二
十
五
日
会
場＝
山
王
公
園
「
楠
本
亭
」
参
加＝
秋
山
・
石
田
秋
峯
・
藤
木
・
水
守
・
加
藤
誠
一
・
原
達
平
・
佐
々
木
集
寛
・
西
村
春
渓
・
渡
邊
霞
舟
・
佐
藤
東
天
紅
・
栗
山
 
一
・
中
村
・
橋
本
邦
助
・
花
袋
・
前
田
第
七
回
例
会
記
事＝
「
六
月
会
第
七
回
例
会
の
記
」
三
巻
一
号
（
明
治
四
十
一
年
一
月
）
日
付＝
十
二
月
二
十
二
日
会
場＝
山
王
公
園
「
楠
本
亭
」
参
加＝
石
田
秋
峯
・
藤
木
・
水
守
・
秋
山
・
橋
本
菱
水
・
田
中
民
蔵
・
藤
井
・
石
川
清
一
・
松
本
照
作
・
身
上
孤
舟
・
富
永
直
彦
・
中
村
・
花
袋
・
前
田
・
風
葦
第
八
回
例
会
記
事＝
「
六
月
会
第
八
回
例
会
の
記
」
三
巻
三
号
（
二
月
）
日
付＝
明
治
四
十
一
年
一
月
十
八
日
会
場＝
山
王
公
園
「
楠
本
亭
」
参
加＝
風
葉
・
花
袋
・
真
山
青
果
・
前
田
・
渚
山
・
風
葦
・
原
・
山
崎
白
洋
・
佐
々
木
・
藤
井
・
富
永
・
栗
山
・
加
藤
誠
一
・
日
高
（
某
）・
松
本
照
作
・
水
守
・
石
田
秋
峯
・
藤
木
・
中
村
第
九
回
例
会
記
事＝
「
六
月
会
第
九
回
例
会
の
記
」
三
巻
四
号
（
三
月
）
日
付＝
二
月
二
十
二
日
会
場＝
山
王
公
園
「
楠
本
亭
」
参
加＝
徳
田
秋
声
・
柳
川
春
葉
・
花
袋
・
前
田
・
橋
本
・
風
葦
・
一
代
義
良
・
木
下
永
二
・
日
高
清
一
・
原
・
佐
々
木
・
木
佐
欽
一
・
藤
井
・
西
村
春
渓
・
身
上
・
栗
山
・
松
村
牧
雄
・
金
井
・
石
田
秋
峯
・
水
守
・
新
見
健
五
郎
・
藤
木
・
中
村
第
十
回
例
会
中
村
武
羅
夫
の
反
逆
三
二
記
事＝
「
六
月
会
第
十
回
例
会
之
記
」
三
巻
五
号
（
四
十
一
年
四
月
）
日
付＝
三
月
十
八
日
会
場＝
前
田
宅
（
西
大
久
保
）
参
加＝
中
村
・
石
田
秋
峯
・
藤
井
・
前
田
・
風
葦
・
花
袋
・
吉
江
孤
雁
・
片
上
天
弦
投
書
家
以
外
の
編
集
者
・
作
家
の
顔
ぶ
れ
を
見
て
も
、
そ
の
盛
況
が
窺
え
る
。
第
十
回
は
従
来
の
「
開
放
主
義
」
を
、「
多
く
の
人
々
が
相
集
り
て
面
白
き
に
浮
れ
、
只
徒
ら
な
る
喧
騒
を
極
め
」
た
こ
と
か
ら
改
め
、「
文
学
の
研
究
に
勉
め
る
」
べ
く
少
人
数
で
実
施
さ
れ
た
。
中
村
と
し
て
は
新
潮
社
に
務
め
つ
つ
も
、
こ
の
活
動
を
継
続
し
て
い
く
気
概
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。
「
六
月
会
」
が
存
続
し
て
い
け
ば
、
そ
こ
に
新
た
な
文
学
グ
ル
ー
プ
も
生
れ
た
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
誌
友
会
は
、
恐
ら
く
四
月
半
ば
に
開
か
れ
た
第
十
一
回
例
会
を
も
っ
て
消
滅
す
る
こ
と
と
な
る
。
そ
の
事
情
に
つ
い
て
は
中
村
と
前
田
が
後
に
回
想
し
て
い
る
。
中
村
の
認
識
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
席
上
で
「
人
生
上
の
問
題
」
に
つ
い
て
「
田
山
氏
と
は
げ
し
く
議
論
し
た
こ
と
」
を
「
文
学
上
の
議
論
だ
か
ら
、
文
学
雑
誌
の
記
事
に
は
ち
や
う
ど
い
い
く
ら
ゐ
に
思
つ
て
、
馬
鹿
正
直
に
そ
の
会
の
記
事
を
書
い
て
送
つ
た
」
こ
と
が
花
袋
の
逆
鱗
に
触
れ
た
。
原
稿
は
「
握
り
潰
」
さ
れ
、
六
月
会
は
「
立
ち
消
え
」
と
な
っ
た
。
中
村
は
そ
れ
を
前
田
か
ら
「
七
、
八
年
も
過
ぎ
て
」
聞
か
さ
れ
た
と
書
い
て
あ
る
⑸
。
一
方
、
前
田
は
そ
の
十
一
回
目
の
原
稿
を
以
後
も
手
許
に
置
き
続
け
た
。
彼
に
よ
れ
ば
、
花
袋
は
当
の
第
十
一
回
例
会
に
は
『
生
』
の
執
筆
（
ち
ょ
う
ど
「
読
売
新
聞
」
で
四
月
十
三
日
に
連
載
が
開
始
さ
れ
た
）
の
た
め
参
加
し
て
お
ら
ず
、
後
か
ら
中
村
の
原
稿
だ
け
を
受
け
取
っ
た
。
そ
の
原
稿
で
中
村
は
「
中
年
者
の
恋
」
と
い
う
テ
ー
マ
を
批
判
し
た
。
田
山
さ
ん
が
『
蒲
団
』
で
書
き
、
小
栗
さ
ん
が
、
た
し
か
『
耽
溺
』
で
書
い
た
り
し
て
問
題
に
な
つ
た
中
年
者
の
恋
を
、
中
村
君
が
一
種
の
贅
沢
に
過
ぎ
な
い
と
い
つ
て
罵
倒
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、「
中
年
者
に
比
べ
て
、
現
在
の
青
年
は
今
少
し
真
面
目
だ
か
ら
な
。
中
年
者
が
何
、
若
輩
が
中
村
武
羅
夫
の
反
逆
三
三
と
云
つ
て
青
年
を
馬
鹿
に
し
て
ゐ
る
間
に
、
や
が
て
、
青
年
の
作
つ
て
行
く
新
ら
し
い
時
代
の
思
潮
の
圏
外
に
、
ほ
う
り
出
さ
れ
る
の
が
中
年
者
の
運
命
さ
」
と
青
年
の
気
焔
を
あ
げ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。⑹
こ
う
し
た
内
容
に
花
袋
は
「
ば
か
に
し
て
ゐ
る
。
僕
は
君
、
彼
等
と
議
論
を
し
よ
う
と
思
つ
て
ゐ
る
ん
ぢ
や
な
い
。
教
へ
て
や
ら
う
と
し
て
る
ん
だ
。
そ
れ
だ
の
に
、
失
敬
な
！
…
…
」
と
憤
慨
し
、
中
村
に
宛
て
た
手
紙
で
絶
交
を
申
し
渡
し
た
。
『
蒲
団
』
が
「
中
年
者
の
恋
」
を
深
刻
な
テ
ー
マ
と
し
て
扱
っ
た
と
す
る
の
に
は
疑
問
を
感
じ
る
。
前
田
の
書
き
方
を
見
て
も
、
花
袋
は
作
品
へ
の
批
判
に
怒
り
を
感
じ
た
の
で
は
な
く
、
中
村
の
物
言
い
を
無
礼
に
感
じ
た
よ
う
だ
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
客
観
的
に
見
て
も
花
袋
の
反
応
は
「
大
人
げ
な
か
つ
た
」
の
で
あ
る
が
、
根
本
的
に
は
、
六
月
会
に
対
す
る
中
村
と
花
袋
の
認
識
の
相
違
で
あ
る
。
花
袋
は
飽
く
ま
で
教
育
・
監
督
の
つ
も
り
で
参
加
し
て
い
た
の
だ
。
た
だ
一
つ
、
注
目
し
て
お
き
た
い
の
は
、
中
村
自
身
は
忘
却
あ
る
い
は
隠
蔽
し
た
こ
の
『
蒲
団
』『
耽
溺
』
批
判
は
、
世
代
間
の
対
立
お
よ
び
更
新
を
表
明
・
演
出
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。
中
村
は
こ
の
時
期
か
ら
明
確
に
、
そ
う
し
た
意
識
を
持
っ
て
お
り
、
ま
た
そ
れ
を
書
き
表
す
こ
と
に
躊
躇
を
感
じ
て
い
な
か
っ
た
。
六
月
会
の
消
滅
か
ら
間
も
な
く
、
国
木
田
独
歩
の
入
院
・
病
死
を
め
ぐ
る
対
立
が
、
花
袋
・
前
田
・
中
村
星
湖
ら
と
、
青
果
お
よ
び
風
葉
門
下
の
い
わ
ゆ
る
戸
塚
派
と
の
間
で
起
こ
っ
て
し
ま
う
。
青
果
が
新
潮
社
か
ら
出
し
た
独
歩
の
口
述
筆
記
『
病
牀
録
』
を
中
村
も
当
然
手
伝
い
、
如
何
ほ
ど
肩
入
れ
し
た
か
は
不
明
瞭
だ
が
、
こ
の
争
い
に
関
わ
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
経
緯
で
、
中
村
は
花
袋
お
よ
び
「
文
章
世
界
」
と
距
離
を
置
く
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
中
村
が
「
文
章
世
界
」
か
ら
出
発
し
た
こ
と
は
違
い
な
い
し
、
ま
た
そ
の
経
歴
を
踏
ま
え
て
、
作
家
と
し
て
の
中
村
武
羅
夫
に
目
を
や
る
こ
と
は
、
必
要
な
作
業
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
中
村
武
羅
夫
の
反
逆
三
四
中
村
だ
け
で
な
く
、
彼
と
共
に
多
産
流
行
作
家
と
な
り
、
昭
和
五
年
に
『
長
編
三
人
全
集
』
に
収
録
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
加
藤
武
雄
・
三
上
於
菟
吉
の
二
名
も
、「
文
章
世
界
」
の
熱
心
な
投
書
家
で
あ
っ
た
。
興
味
深
い
の
は
、
自
然
主
義
の
牙
城
扱
い
を
さ
れ
た
「
文
章
世
界
」
か
ら
出
発
し
た
彼
ら
が
、
一
様
に
通
俗
小
説
・
大
衆
文
学
に
着
手
し
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
を
単
に
生
活
の
た
ず
き
と
捉
え
る
の
で
な
け
れ
ば
、
ど
の
よ
う
に
見
る
べ
き
だ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
彼
ら
が
自
ら
の
作
家
生
活
を
決
し
て
否
定
し
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
言
に
表
れ
る
ロ
ジ
ッ
ク
と
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
こ
う
し
た
問
い
は
大
雑
把
な
も
の
だ
が
、
中
村
を
通
し
て
そ
の
一
端
に
触
れ
て
み
た
い
。
三
、「
通
俗
小
説
」＝
「
長
編
小
説
」
論
作
家
と
し
て
の
中
村
は
通
俗
小
説
の
書
き
手
に
終
始
し
た
。
そ
の
た
め
今
日
で
も
評
価
は
高
く
な
い
。
し
か
し
そ
の
評
論
に
よ
れ
ば
、
彼
は
通
俗
小
説
を
意
義
付
け
、
積
極
的
に
そ
の
書
き
手
で
あ
ろ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
中
村
に
と
っ
て
通
俗
小
説
と
は
何
だ
っ
た
の
か
を
、
こ
こ
で
検
証
し
よ
う
。
本
稿
の
立
場
か
ら
興
味
深
い
の
は
、
通
俗
小
説
に
関
す
る
三
点
の
論
文
│
│
「
新
潮
」
に
掲
載
さ
れ
た
「
通
俗
小
説
の
伝
統
と
そ
の
発
達
の
過
程
」（
昭
和
五
年
一
月
、
以
下
「
第
一
」）「
通
俗
小
説
と
は
何
ぞ
や
」（
同
二
月
、
以
下
「
第
二
」）「
長
編
小
説
│
│
通
俗
小
説
の
厳
正
批
判
を
要
す
」（
昭
和
三
年
四
月
、
以
下
「
第
三
」）
で
あ
る
。
初
出
は
「
第
三
」
が
最
も
早
い
が
、『
誰
だ
？
花
園
を
荒
す
者
は
！
』
に
収
録
さ
れ
る
に
あ
た
っ
て
⑺
、
先
の
順
に
編
成
さ
れ
た
。
そ
の
内
容
は
「
通
俗
小
説
」
を
擁
護
し
、
肯
定
す
る
も
の
だ
。
自
然
主
義
以
降
の
「
芸
術
小
説
」
に
反
旗
を
翻
し
、
文
芸
を
読
者
の
手
に
取
り
戻
す
べ
く
「
通
俗
小
説
」
の
意
義
付
け
を
、
中
村
は
主
張
す
る
。
中
村
は
ま
ず
近
世
の
戯
作
か
ら
明
治
半
ば
の
政
治
・
傾
向
小
説
と
い
っ
た
「
読
者
の
人
気
に
投
ず
る
こ
と
を
目
的
」
と
し
た
文
学
に
つ
い
て
語
り
、
そ
の
後
、
小
説
が
次
第
に
芸
術
的
傾
向
を
増
し
て
い
く
文
学
史
観
を
展
開
す
る
。「
文
芸
の
領
域
に
科
学
を
取
り
入
れ
」「
空
想
や
想
像
を
極
度
に
排
斥
」
し
た
と
い
う
、
自
然
主
義
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
も
従
来
と
さ
ほ
ど
異
な
ら
な
い
。
だ
が
重
要
な
ロ
ジ
ッ
ク
は
中
村
武
羅
夫
の
反
逆
三
五
「
そ
れ
以
後
に
興
つ
た
と
こ
ろ
の
人
道
主
義
の
作
品
に
し
て
も
、
享
楽
派
の
作
品
に
し
て
も
」、
そ
し
て
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
で
も
、
要
す
る
に
そ
れ
は
自
然
主
義
文
学
圏
内
の
部
分
的
な
文
学
運
動
に
過
ぎ
」
ず
、
自
然
主
義
の
「
特
殊
な
発
達
の
最
後
の
尖
端
が
心
境
小
説
」
と
断
言
す
る
点
で
あ
る
。「
作
品
に
飽
く
ま
で
構
想
を
退
け
」「
文
芸
の
自
由
性
を
束
縛
し
た
」
自
然
主
義
お
よ
び
以
降
の
文
学
に
、
中
村
は
異
を
唱
え
る
。
続
い
て
、
自
然
主
義
系
列
の
文
学
が
「
所
謂
高
級
芸
術
小
説
」
と
な
り
、「
通
俗
小
説
」
と
「
差
異
を
導
く
」
よ
う
に
な
っ
た
と
述
べ
る
。
硯
友
社
文
学
ま
で
の
作
品
が
「
読
者
の
た
め
の
小
説
」
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
自
然
主
義
文
学
は
「
極
端
な
主
張
」
の
た
め
に
「
作
者
自
身
の
た
め
の
作
品
と
い
ふ
こ
と
が
過
言
な
ら
ば
、
一
部
の
選
ば
れ
た
る
上
級
階
級
の
た
め
の
作
品
│
│
専
門
家
の
た
め
の
作
品
に
傾
い
て
来
た
」。「
構
想
を
退
け
、
空
想
や
想
像
を
排
し
」、「
芸
術
そ
の
も
の
ゝ
た
め
、
真
理
の
た
め
、
即
ち
」「
作
者
そ
の
も
の
ゝ
た
め
」
の
小
説
を
生
産
し
た
の
が
自
然
主
義
運
動
、
そ
し
て
そ
の
延
長
で
あ
る
近
代
文
学
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
小
説
は
、
作
者
の
信
奉
す
る
「
芸
術
」「
真
理
」
を
理
解
で
き
る
「
特
権
階
級
の
専
有
物
」（
以
上
、
第
一
よ
り
引
用
）
と
な
っ
た
。
こ
こ
ま
で
で
確
認
で
き
る
の
は
、
中
村
の
言
う
「
芸
術
小
説
」
が
大
き
く
は
二
つ
の
点
で
批
判
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。
す
な
わ
ち
、
自
然
主
義
の
生
み
出
し
た
「
想
像
」「
構
想
」
の
軽
視
・
排
斥
と
、
読
者
を
置
き
去
り
に
す
る
（
あ
る
い
は
読
者
を
高
級
・
低
級
に
二
分
す
る
）「
芸
術
」「
真
理
」
至
上
主
義
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
、
た
と
え
形
式
上
は
自
然
主
義
と
乖
離
し
た
文
学
運
動
で
あ
っ
て
も
、
共
有
す
る
要
素
だ
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
無
論
、
悪
く
ラ
ジ
カ
ル
な
物
言
い
で
あ
る
し
、
中
村
自
身
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
批
判
に
お
い
て
は
、「
自
然
派
の
作
品
で
も
、
国
木
田
独
歩
、
田
山
花
袋
、
島
崎
藤
村
、
正
宗
白
鳥
、
徳
田
秋
声
な
ど
の
諸
氏
の
作
品
は
、
そ
れ
 

に
特
色
を
持
つ
て
ゐ
る
。
同
一
の
鋳
型
に
押
込
ん
で
出
来
上
つ
た
や
う
な
、
ど
れ
も
こ
れ
も
同
じ
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
の
作
品
と
は
違
ふ
」⑻
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
り
、
結
局
は
そ
の
都
度
異
な
る
枠
組
み
を
組
成
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
だ
が
、
こ
こ
で
論
の
妥
当
性
を
問
い
た
い
の
で
は
な
い
。
中
村
武
羅
夫
の
反
逆
三
六
先
の
よ
う
な
論
点
か
ら
芸
術
小
説
を
批
判
し
た
中
村
は
、
続
け
て
通
俗
小
説
の
必
要
性
を
、
次
の
よ
う
な
文
脈
で
述
べ
る
。
そ
れ
で
は
、
通
俗
小
説
と
、
心
境
小
説
と
、（
即
ち
、
興
味
を
本
位
と
し
、
面
白
さ
を
主
眼
と
し
た
作
品
と
、
飽
く
ま
で
「
真
」
の
た
め
の
文
学
と
）
ど
こ
に
文
学
と
し
て
の
本
質
的
な
差
が
あ
る
か
と
い
へ
ば
、
そ
れ
が
目
指
す
読
者
層
の
関
係
上
、
ま
た
、
そ
れ
を
発
表
す
る
機
関
、
即
ち
、
ヂ
ヤ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
関
係
上
、
通
俗
小
説
と
し
て
は
、
そ
の
興
味
な
り
、
面
白
さ
な
り
が
出
来
る
だ
け
大
衆
を
獲
得
す
る
た
め
に
、
一
般
性
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
り
、
且
つ
作
品
と
し
て
構
想
が
あ
り
、
筋
の
展
開
が
あ
り
、
事
件
が
あ
り
、
描
写
に
多
少
の
誇
張
や
、
拡
大
が
許
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。（
第
二
）
中
村
は
芸
術
小
説＝
「
興
味
」
の
な
い
小
説
が
価
値
を
獲
得
で
き
た
の
は
、
作
品
と
読
者
の
間
に
「『
批
評
』
が
介
在
す
る
や
う
に
な
つ
て
か
ら
」（
第
二
）
だ
と
考
え
て
い
る
。
逆
に
言
え
ば
、
通
俗
小
説
は
「
文
学
上
の
作
品
と
読
者
と
の
直
接
の
交
渉
」（
第
二
）
を
鑑
賞
の
本
来
だ
と
す
る
発
想
に
よ
り
評
価
さ
れ
る
。
中
村
は
こ
う
し
た
小
説
の
あ
り
方
を
、「
最
大
多
数
の
読
者
」
に
お
け
る
「
自
分
た
ち
の
作
品
」
（
第
一
）
と
言
い
表
し
て
い
る
の
だ
が
、
こ
う
し
た
読
者
へ
の
奉
仕
│
│
一
見
そ
の
よ
う
に
見
え
る
│
│
を
ど
の
よ
う
に
受
け
取
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
日
高
昭
二
氏
は
中
村
の
理
論
と
実
作
を
照
ら
し
合
わ
せ
る
作
業
の
中
で
、
通
俗
小
説
の
作
用
を
、「
大
衆
の
欲
望
、
感
情
、
偏
見
、
関
心
な
ど
が
そ
れ
に
よ
っ
て
一
つ
の
『
合
理
的
』
な
解
釈
を
与
え
ら
れ
」
る
も
の
と
説
明
し
、
ま
た
「
そ
れ
を
反
転
し
て
言
え
ば
、
修
辞
学
の
通
俗
性
と
は
、
大
衆
の
漠
然
と
し
た
不
満
や
、
変
化
に
対
す
る
希
望
、
時
に
斬
新
な
も
の
を
期
待
す
る
激
し
い
願
望
な
ど
を
代
行
す
る
微
温
的
な
『
知
的
工
作
』」⑼
だ
と
述
べ
た
。
中
村
に
と
っ
て
の
通
俗
小
説
と
は
、
読
者
の
願
望
を
リ
サ
ー
チ
し
、
そ
れ
を
肯
定
し
な
が
ら
代
行
す
る
仕
事
で
あ
っ
た
と
言
え
ば
よ
い
だ
ろ
う
か
。
と
こ
ろ
で
、
ヤ
ウ
ス
は
文
芸
作
品
の
芸
術
性
を
、〈
期
待
の
地
平
〉
に
対
す
る
あ
り
方
で
説
明
し
て
い
る
。
読
者
公
衆
の
持
つ
地
平
に
中
村
武
羅
夫
の
反
逆
三
七
対
し
、
如
何
に
接
す
る
の
か
、
如
何
に
美
的
隔
た
り
を
持
つ
の
か
が
芸
術
性
を
決
定
す
る
。
そ
う
し
た
観
点
に
立
っ
て
娯
楽
作
品
を
説
明
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
娯
楽
作
品
の
受
容
美
学
的
な
特
徴
は
、
そ
れ
が
い
か
な
る
地
平
の
変
更
も
要
求
せ
ず
、
支
配
的
な
趣
味
傾
向
が
枠
組
と
な
っ
て
い
る
よ
う
な
さ
ま
ざ
ま
な
期
待
を
満
た
す
も
の
に
他
な
ら
な
い
と
こ
ろ
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
娯
楽
作
品
は
、
慣
れ
親
し
ん
だ
美
の
再
生
産
の
要
求
を
満
足
さ
せ
、
な
じ
み
の
感
じ
方
を
保
証
し
、
望
み
通
り
の
考
え
を
是
認
し
、
日
常
的
で
は
な
い
経
験
を
〈
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ン
〉
と
し
て
享
受
し
う
る
よ
う
に
す
る
か
、
あ
る
い
は
道
徳
的
な
問
題
と
し
て
掲
げ
る
が
、
た
だ
そ
れ
を
す
で
に
解
決
済
み
の
問
題
と
し
て
、
教
化
的
な
意
味
で
〈
解
決
し
て
〉
見
せ
る
だ
け
で
あ
る
。⑽
通
俗
性
が
担
う
の
は
再
生
産
の
儀
式
で
あ
る
。
も
た
ら
す
も
の
は
追
認
や
安
定
で
あ
り
、
こ
の
点
で
ヤ
ウ
ス
論
は
中
村
の
言
わ
ん
と
す
る
通
俗
小
説
の
役
割
と
合
致
を
見
せ
る
。
し
か
し
一
方
、
中
村
は
芸
術
小
説
に
お
い
て
芸
術
性
が
存
在
す
る
こ
と
を
認
め
た
ま
ま
、
恐
ら
く
は
芸
術
性
そ
の
も
の
を
読
み
換
え
て
い
る
。
彼
は
文
学
が
芸
術
で
あ
る
前
に
商
品
│
│
場
の
中
で
成
立
す
る
作
物
│
│
で
あ
る
こ
と
を
、
強
く
認
識
し
、
そ
れ
を
前
提
と
し
て
ロ
ジ
ッ
ク
を
組
成
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
既
に
引
用
し
た
よ
う
に
通
俗
小
説
の
目
的
意
識
を
「
出
来
る
だ
け
大
衆
を
獲
得
す
る
」
と
い
う
言
い
方
で
説
明
し
て
お
り
、
文
学
の
商
品
性
と
い
う
観
念
と
、
深
く
結
び
つ
い
た
意
識
で
あ
る
こ
と
は
明
白
だ
。
そ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
通
俗
小
説
の
も
う
一
つ
の
性
格
、「
構
想
が
あ
り
、
筋
の
展
開
が
あ
り
、
事
件
が
あ
」
る
点
で
あ
る
。
無
論
、
自
然
主
義
の
「
構
想
」
排
斥
に
対
す
る
反
逆
と
し
て
、
そ
れ
は
表
現
さ
れ
る
。
プ
ロ
ッ
ト
の
重
要
性
は
、
通
俗
小
説
が
新
聞
・
雑
誌
に
長
期
間
連
載
さ
れ
る
場
合
が
多
い
、
と
い
う
媒
体
の
都
合
と
も
関
係
す
る
。
中
村
武
羅
夫
の
反
逆
三
八
長
編
小
説
│
│
即
ち
通
俗
小
説
│
│
の
方
は
、
二
ヶ
年
三
ヶ
年
の
長
き
に
亙
つ
て
連
載
さ
れ
る
関
係
上
、
そ
の
間
、
読
者
を
飽
か
し
め
な
い
ば
か
り
で
は
な
く
、
も
つ
と
積
極
的
に
、
読
者
の
興
味
を
つ 
な 
い 
で
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
読
者
の
興
味
を
つ 
な 
ぐ 
た
め
に
は
、
部
分
々
々
に
実
感
を
盛
る
と
同
時
に
、
全
体
と
し
て
、
即
ち
作
品
の
構
成
の
上
に
、
筋
の
展
開
に
興
味
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。（
第
二
）（
傍
点
マ
マ
）
こ
の
よ
う
な
論
理
展
開
で
、
中
村
は
通
俗
小
説
の
条
件
は
「
量
的
」
で
は
な
く
「
質
的
」
に
長
編
で
あ
る
こ
と
、
勢
い
長
編
小
説
と
は
通
俗
性
を
持
た
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
長 
さ 
の
質
的
補
強
は
、
作
品
を
強
力
な
商
品
と
す
る
こ
と
に
貢
献
す
る
の
で
あ
る
。よき
事
実
を
持
ち
、
よ
き
材
料
が
あ
る
こ
と
は
、
通
俗
小
説
の
場
合
に
於
い
て
も
、
も
ち
ろ
ん
必
要
で
あ
る
こ
と
は
言
ふ
ま
で
も
な
い
が
、
そ
の
事
実
や
材
料
を
十
分
に
マ
ス
タ
ー
し
て
、
よ
き
作
品
と
し
て
表
現
す
る
と
こ
ろ
の
作
家
と
し
て
の
才
能
│
│
技
倆
、
才
幹
、
手
腕
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
即
ち
、
通
俗
小
説
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
事
実
の
価
値
が
重
く
見
ら
れ
る
よ
り
も
、
そ
れ
を
素
材
と
し
て
、
如
何
に
「
一
個
の
作
品
」
と
し
て
ク
リ
エ
ー
ト
し
た
か
？
と
い
ふ
作
家
的
技
倆
の
方
が
、
重
く
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。（
第
二
）
こ
の
よ
う
に
書
く
が
要
す
る
に
、
通
俗
小
説
を
論
じ
る
と
き
、
中
村
が
想
定
し
た
作
家
的
技
量
と
は
、
商
品
性
の
向
上
に
他
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、「
構
想
」「
構
成
」
な
る
語
彙
を
用
い
て
小
説
を
論
じ
る
際
、
恐
ら
く
そ
の
背
景
に
あ
っ
た
の
は
、
芥
川
龍
之
介
と
谷
崎
潤
一
郎
に
よ
る
、
い
わ
ゆ
る
「
小
説
の
筋
の
芸
術
性
」
論
争
だ
と
い
う
こ
と
だ
。
言
う
ま
で
も
な
く
そ
の
発
端
は
、
芥
川
が
谷
崎
を
評
す
る
中
で
「
筋
の
面
白
さ
」
と
「
芸
術
性
」
の
直
結
を
疑
問
視
し
た
こ
と
に
あ
る
が
、
そ
の
現
場
、
す
な
わ
ち
昭
和
二
年
の
「
新
潮
」
合
評
会
に
、
中
村
も
進
行
役
と
し
て
居
合
わ
せ
た
の
で
あ
る
。
中
村
は
こ
の
時
点
で
既
に
芥
川
に
対
し
「
今
の
文
壇
の
傾
向
か
ら
云
へ
ば
、
筋
を
無
視
し
た
作
品
が
あ
ま
り
尊
重
さ
れ
過
ぎ
て
ゐ
や
し
中
村
武
羅
夫
の
反
逆
三
九
な
い
か
」
と
苦
言
し
て
お
り
、
通
俗
小
説
論
の
如
き
着
想
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
⑾
。
芥
川
に
対
し
谷
崎
が
反
論
し
た
「
饒
舌
録
」
に
、
こ
れ
も
有
名
な
一
文
で
あ
る
が
「
筋
の
面
白
さ
は
、
云
ひ
換
へ
れ
ば
物
の
組
み
立
て
方
、
構
造
の
面
白
さ
、
建
築
的
の
美
し
さ
で
あ
る
」
と
あ
る
。
谷
崎
は
続
け
て
「
筋
の
面
白
さ
を
除
外
す
る
の
は
、
小
説
と
云
ふ
形
式
が
持
つ
特
権
を
捨
て
ゝ
し
ま
ふ
の
で
あ
る
。
さ
う
し
て
日
本
の
小
説
の
最
も
欠
け
て
ゐ
る
と
こ
ろ
は
、
此
の
構
成
す
る
力
、
い
ろ
 

入
り
組
ん
だ
話
の
筋
を
幾
何
学
的
に
組
み
立
て
る
才
能
、
に
在
る
と
思
ふ
」⑿
と
主
張
し
た
。
谷
崎
と
中
村
の
目
指
す
と
こ
ろ
は
、
大
き
く
異
な
る
と
言
っ
て
よ
い
。
し
か
し
中
村
が
「
構
成
」
と
言
う
と
き
、
谷
崎
の
主
張
を
、
強
力
な
後
ろ
盾
に
感
じ
て
い
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
中
村
は
小
説
が
「
ウ
ソ
」
で
あ
る
こ
と
、
虚
構
で
あ
る
こ
と
を
積
極
的
に
肯
定
し
て
い
る
の
だ
し
、
だ
か
ら
こ
そ
商
品
で
あ
る
こ
と
を
容
認
し
、
商
品
性
の
向
上
と
い
う
価
値
観
を
も
っ
て
堂
々
「
芸
術
」
に
反
抗
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
即
ち
、
通
俗
小
説
は
、
そ
の
本
質
か
ら
言
つ
て
、
自
然
主
義
文
学
に
、
一
種
の
反
逆
を
企
て
ゝ
ゐ
る
文
芸
作
品
で
あ
る
。
通
俗
小
説
は
、
自
然
主
義
文
学
の
如
く
、
ま
た
は
マ
ル
ク
ス
主
義
文
学
の
如
く
、
理
論
を
持
た
な
い
。
い
つ
の
時
代
に
於
い
て
も
、
頭
か
ら
「
通
俗
小
説
、
通
俗
小
説
」
と
バ
カ
に
さ
れ
な
が
ら
、
黙
々
と
し
て
、
作
品
そ
の
も
の
を
以
て
、
直
接
に
読
者
と
結
び
つ
く
こ
と
に
依
つ
て
、
発
達
し
て
来
た
の
で
あ
る
。（
第
二
）
中
村
の
立
場
は
こ
こ
に
如
実
に
表
れ
て
い
る
。
理
想
・
理
論
・
人
生
観
・
地
平
の
変
容
と
い
う
よ
う
な
芸
術
性
を
疎
外
し
て
、「
読
者
と
結
び
つ
く
」
こ
と
を
至
上
理
念
と
す
る
│
│
こ
の
露
骨
な
価
値
転
換
こ
そ
、
中
村
の
既
成
文
壇
へ
の
反
逆
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
で
は
、
中
村
は
自
然
主
義
文
学
、
田
山
花
袋
ら
の
世
代
と
、
何
も
の
も
共
有
し
て
い
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
そ
う
と
は
思
え
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
中
村
が
通
俗
性
の
実
現
に
必
要
な
も
の
と
し
て
提
示
し
た
の
は
、「
技
倆
」
だ
か
ら
で
あ
る
。
自
然
主
義
が
「
事
実
」「
材
料
」
に
重
き
を
置
い
た
こ
と
に
「
技
倆
」
は
対
置
さ
れ
る
の
だ
が
、
既
に
自
然
主
義
〜
心
境
小
説
に
至
る
流
れ
の
中
で
「
身
辺
中
村
武
羅
夫
の
反
逆
四
〇
雑
事
」
を
「
表
現
す
る
技
巧
」（
第
一
）
が
成
立
し
た
こ
と
を
述
べ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
の
二
項
化
は
あ
ま
り
成
功
し
て
い
な
い
。
も
っ
と
も
重
要
な
の
は
そ
の
点
で
は
な
い
。
結
局
の
と
こ
ろ
中
村
の
通
俗
小
説
論
も
、
小
説
に
お
け
る
「
作
法
」
の
要
請
、
と
い
う
文
化
史
に
沿
う
も
の
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
正
に
、
中
村
が
離
反
し
た
「
文
章
世
界
」
の
現
場
で
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
、
田
山
花
袋
が
携
わ
っ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
茫
漠
な
議
論
だ
と
、
看
過
す
べ
き
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
小
説
を
思
い
通
り
に
書
き
上
げ
る
「
技
」
な
る
も
の
の
存
在
、
確
実
性
を
、
本
来
我
々
は
論
証
で
き
な
い
、
少
な
く
と
も
し
て
こ
ら
れ
な
か
っ
た
は
ず
だ
か
ら
で
あ
る
。「
技
」
な
る
も
の
が
存
在
す
る
の
だ
と
、
そ
う
し
た
地
点
に
無
根
拠
に
立
て
る
こ
と
自
体
が
、
中
村
が
生
き
て
き
た
小
説
文
化
の
歴
史
性
を
傍
証
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
か
よ
う
な
観
点
を
用
い
た
と
き
、
中
村
武
羅
夫
と
い
う
、
今
日
省
み
ら
れ
な
い
作
家
が
、
見
る
べ
き
現
象
と
し
て
立
ち
上
が
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
通
俗
小
説
│
│
そ
れ
は
、
中
村
た
ち
の
世
代
に
と
っ
て
の
、
一
種
の
武
装
だ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
、
自
然
主
義
、「
作
法
」
の
時
代
を
漂
い
な
が
ら
、
田
山
花
袋
に
も
な
れ
ず
、
芥
川
龍
之
介
に
も
、
谷
崎
潤
一
郎
に
も
な
れ
な
か
っ
た
彼
ら
に
与
え
ら
れ
た
、
戦
う
た
め
の
武
装
こ
そ
が
、〈
通
俗＝
長
編
小
説
〉
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、「
文
章
世
界
」
に
関
わ
っ
た
中
村
が
通
俗
小
説
家
と
し
て
の
道
を
歩
ん
だ
と
い
う
経
歴
に
、
以
前
ほ
ど
に
は
奇
妙
さ
を
感
じ
な
い
。
「
技
」
の
伝
授
を
試
み
た
「
文
章
世
界
」、
そ
の
よ
う
な
雑
誌
が
存
在
す
る
時
代
を
生
き
な
が
ら
、
培
っ
た
「
技
」
で
渡
世
を
試
み
た
、
そ
の
軌
跡
が
、
中
村
の
通
俗
小
説
論
に
は
見
て
取
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
註
⑴
も
ち
ろ
ん
中
に
は
落
選
し
た
作
も
あ
る
。
例
え
ば
二
巻
七
号
（
明
治
四
十
年
六
月
）
に
小
説
「
春
の
宵
」
を
送
っ
て
い
る
が
、「
平
凡
な
の
が
憾
み
」
と
し
て
選
評
付
き
で
落
選
し
て
い
る
。
そ
の
他
の
欄
に
も
落
選
が
あ
る
と
考
え
れ
ば
、
中
村
は
か
な
り
の
投
書
を
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
明
治
四
十
年
の
当
選
傾
向
を
見
る
に
、
文
叢
欄
冒
頭
部
と
小
説
欄
に
は
毎
号
投
書
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
⑵
後
に
『
小
説
作
法
』（
明
治
四
十
二
年
六
月
博
文
館
）
と
し
て
編
集
さ
れ
る
「
文
章
講
壇
」「
文
章
講
話
」「
評
論
の
評
論
」
等
の
記
事
。『
小
中
村
武
羅
夫
の
反
逆
四
一
説
作
法
』
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「『
小
説
作
法
』
に
お
け
る
「
忍
耐
と
修
練
」」（「
日
本
文
藝
研
究
」
第
六
十
五
巻
第
二
号
関
西
学
院
大
学
日
本
文
学
会
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
⑶
金
井
紫
雲
（
泰
三
郎
）
は
明
治
四
十
二
年
に
「
中
央
新
聞
」
に
入
社
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
な
っ
た
。
水
守
亀
之
助
は
大
正
期
に
編
集
者
・
小
説
家
と
し
て
活
動
し
、
中
村
・
加
藤
武
雄
と
共
に
新
潮
社
を
支
え
た
。
藤
木
九
三
も
東
京
毎
日
新
聞
社
、
や
ま
と
新
聞
、
朝
日
新
聞
社
と
移
籍
し
な
が
ら
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
を
続
け
た
が
、
登
山
家
と
し
て
の
経
歴
が
有
名
で
あ
る
。
石
田
勝
三
郎
「
築
地
精
養
軒
や
東
京
湾
食
堂
を
経
営
し
た
人
」（
小
林
一
郎
『
田
山
花
袋
研
究
│
│
博
文
館
時
代
（
二
）』
昭
和
五
十
四
年
二
月
桜
楓
社
六
一
二
頁
）
で
、
ま
た
水
野
葉
舟
と
共
に
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｋ
（
日
本
心
霊
現
象
研
究
会
）
を
設
立
し
た
人
物
で
あ
る
。
⑷
神
田
錦
町
「
松
本
亭
」
は
、
自
由
民
権
運
動
の
壮
士
を
は
じ
め
、
足
尾
鉱
毒
事
件
の
押
出
し
関
係
者
ら
に
も
盛
ん
に
利
用
さ
れ
た
貸
座
敷
で
あ
る
。
そ
の
歴
史
に
つ
い
て
、
晩
年
の
川
合
貞
吉
が
『
神
田
錦
町
松
本
亭
』（
昭
和
五
十
二
年
六
月
学
芸
書
林
）
を
著
し
て
い
る
。
⑸
中
村
武
羅
夫
『
明
治
大
正
の
文
学
者
』（
昭
和
二
十
四
年
六
月
留
女
書
店
）
五
五
頁
⑹
前
田
晁
『
明
治
大
正
の
文
学
人
』（
昭
和
十
七
年
四
月
砂
子
書
房
）
一
三
一
頁
⑺
以
下
、『
誰
だ
？
花
園
を
荒
す
者
は
！
』（
昭
和
五
年
六
月
新
潮
社
）
よ
り
引
用
。
⑻
中
村
武
羅
夫
「『
新
興
芸
術
派
』
の
解
剖
」（
前
掲
『
誰
だ
？
花
園
を
荒
す
者
は
！
』
所
収
）
一
九
六
頁
⑼
日
高
昭
二
「
通
俗
小
説
の
修
辞
学
│
│
中
村
武
羅
夫
の
場
所
」（「
文
学
」
第
四
巻
第
二
号
平
成
十
五
年
三
月
岩
波
書
店
）
一
二
三
頁
⑽
Ｈ
・
Ｒ
・
ヤ
ウ
ス
「
挑
発
と
し
て
の
文
学
史
」（
轡
田
収
訳
『
挑
発
と
し
て
の
文
学
史
』
所
収
平
成
十
三
年
十
一
月
岩
波
書
店
）
四
三
〜
四
四
頁
⑾
昭
和
二
年
二
月
の
「
新
潮
合
評
会
」（
引
用
は
『
芥
川
龍
之
介
全
集
第
十
六
巻
』
平
成
九
年
二
月
岩
波
書
店
二
七
一
頁
）
⑿
谷
崎
潤
一
郎
「
饒
舌
録
」（『
谷
崎
潤
一
郎
全
集
第
二
十
巻
』
所
収
昭
和
四
十
三
年
六
月
）
七
六
〜
七
七
頁
（
初
出＝
昭
和
二
年
三
月
「
改
造
」）
（
や
ま
も
と
あ
ゆ
む
・
関
西
学
院
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
研
究
員
）
中
村
武
羅
夫
の
反
逆
四
二
